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社会経済学 2

—拡張その1: 賃金からの貯蓄—
利潤からだけでなく,賃金からも貯蓄することを考える.

gs = [sw(1 − m) + scm]u (1)

sw: 賃金からの貯蓄率, sc: 利潤からの貯蓄率.

投資関数はこれまでどおり.

gi = α + βu. (2)

マークアップ・プライシングを仮定すると,利潤シェアは一定となる.

p = (1 + θ)
w
T
=⇒ m =

θ

1 + θ
. (3)
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社会経済学 2

比較静学分析

1. scが上昇すると?

2. swが上昇すると?

3. mが上昇すると?

4. αあるいはβが上昇すると?

利潤のみから貯蓄される場合との違いは?
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社会経済学 2

—拡張その2: 賃金主導型成長と利潤主導型成長—

これまでは,利潤シェアmが増大すると, g∗が低下した. このことを「賃
金主導型成長」と呼ぶ.

しかし, 1970年代以降の先進国では, 利潤シェアの低下を伴った低成長
が観察された. つまり, mが増大するとg∗は上昇する. このことを「利潤
主導型成長」と呼ぶ.

カレツキ・モデルで利潤主導型成長を説明できるか?

投資関数を次のように変更する.

gi = α + βu + γm. (4)

r = umのuとmが別々に影響すると考える.
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社会経済学 2

貯蓄関数はこれまでどおりgs = scr = scmu. 財市場の均衡条件gs = gi

より,

u∗ =
α + γm
scm − β

, (5)

g∗ =
sc(α + γm)m

scm − β
. (6)

scm − β > 0を仮定する (ケインジアン安定条件).

利潤シェアの増大が成長率に与える影響.

dg∗

dm
=

sc(scγm2 − 2βγm − αβ)
(scm − β)2 (7)

分子の括弧部分を f (m) = scγm2 − 2βγm − αβとおく.
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社会経済学 2

f (m) > 0であれば, dg∗/dm > 0となって,利潤主導型成長.

f (m) < 0であれば, dg∗/dm < 0となって,賃金主導型成長.

利潤主導型成長は得られるか?
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